
中山間地域に人々が集う

脱温暖化の「郷（さと）」づくり脱温暖化の 郷（さと）」 くり

－「地元学」の導入とこれから－地元学」の導入とこれから

2009年12月3日 藤山プロジェクト



プロジェクトのスタート時（「やさか風土学」）・・・

2009年2月13 1 日

石油が本格的に使われる前（約50
年前）の暮らしぶり、農地、水路、生業
などをうかがうため 集落全体の航空 2009年2月13～15日

程原集落にて

などをうかがうため、集落全体の航空
写真を見ながら、集落の方々の記憶
をたどりつつ、お話をうかがった。



しかし、その手法では
「地域に根ざした」活動にはならなかった「地域に根ざした」活動にはならなかった。

調査を「する側」と「される側」に分かれてしまう。

調査を「される側」は情報（記憶や記録）の提供を
するのみ。相手をする負担感だけが残った。

住民意識は高まらず 調査を「する側 が得た情報住民意識は高まらず、調査を「する側」が得た情報
を応用するには、再び住民との調整を進める必要
がある。

何より、住民の普段の暮らしを出発点にしていな
かった。。



「吉本地元学」を学び、体験することから、
プロジェクトは出直した

6月11～12日 熊本県水俣市訪問

プロジェクトは出直した。

6月11～12日 熊本県水俣市訪問
6月21～23日 東松山市での地元学実践に参加
月 弥栄 自分達 実践7月1～5日 弥栄にて自分達で実践

以降、地域の活動に参加し、信頼関係を築きながら調整以降、地域 活動 参加 、信頼関係を築きな ら調整

7月12～15日 小角集落地元学実践（吉本先生・堀尾先生）

8月17 20日 小角集落地元学実践8月17～20日 小角集落地元学実践（吉本先生・重藤さん）

9月14～16日 野坂集落地元学実践
11月13日～15日 大坪集落地元学

（吉本先生・堀尾先生・浅野さん）

11月16 20日 鳥羽市での地元学実践に参加11月16～20日 鳥羽市での地元学実践に参加



地元学実践とプロジェクトとの関係
「人が元気になる・自然が元気になる・経済が元気になる」（by吉本先生）気 気 気 y



体制

本プロジェクトの現地スタッフ 行政 住民団体が一緒になり本プロジェクトの現地スタッフ、行政、住民団体が一緒になり、
地元学実践や地元学で得られた「あるもの」（資源）の活用を進める。



「お母さん、これ何？」 うかがった話をもとに、絵地図を作成。

日々の暮らしを表現。集落のみなさんに発表。



子どもも参加。遊びながら地元学。 子ども達の発表に大きな拍手。

一人で手がけている植物が116種類！集落のみなさんの顔が笑顔に。









大坪集落の隠れた逸品 「ゆずがらし大坪集落の隠れた逸品、「ゆずがらし」。
食材をつなぐ、人をつなぐ、地域をつなぐ。



「ゆずがらし」で食べる。
鍋をつく て食べる鍋をつくって食べる。

2009年11月14日2009年11月14日

大坪集落にて



上からの押しつけ（抑圧）ではない脱温暖化。
中山間地域の暮らしの延長線上にある脱温暖化中山間地域の暮らしの延長線上にある脱温暖化。
「地元学」による暮らしの再確認と活用の模索。

郷づくり 暮らしの意志に
基づく脱温暖化
“住民主動”による

今、自治圏と自給圏を
同時構築するチャンス！

郷づくり

誇りの取り戻し

「土の人」と

“住民主動”による
脱温暖化の進展
（NOT抑圧）

戦前期；自治のない時代
人口環流

石油に抑圧された
中山間地域の暮らし

「土の人」と
「風の人」の
出会い

政治（地主制・封建
制）に抑圧された 中山間地域の暮らし会

×断絶発展
実践活動 資源をとことん使う

制）に抑圧された
中山間地域の暮らし

高度経済成長期；
自給のない時代

キ ワ ドは
再認識活用

脱石油 都市集中
資源の放置
知恵・技の喪失

資源をと とん使う
中山間地域の暮らし

地元学による
「あるもの探し」

キーワードは
「おいしい弥栄」

知恵・技の喪失
誇りの喪失



「おいしい」を追求することによって、
脱温暖化・環境共生社会の実現を

食品の加工 保存

脱温暖化 環境共生社会の実現を
楽しく・わかりやすく共感する。
食品の加工・保存

薪や炭を活かした炊事・給湯

肥料自給・低投入型の農業

山の活用（木の実 山菜 竹）山の活用（木の実、山菜、竹）

廃棄物処理（残渣や屎尿の肥料化）

集まって食べる（「食の庭」「郷の駅」）

都市部との連携（「おいしい食料保険」「おいしい疎開保険」）都市部との連携（「おいしい食料保険」「おいしい疎開保険」）

暮らしが資源（学習 交流 滞在） → 村丸ごと生活博物館暮らしが資源（学習、交流、滞在） → 村丸ごと生活博物館

脱石油・環境共生型の生き方を明示 → 定住推進（人口環流）



「おいしい弥栄」が待っている

景山真貴さん作みんなで未来を描く絵本『「おいしい弥栄」が待っている』第１弾



これから・・・


